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法
　
　
務

有
報
の
開
示
合
理
化・非
財
務
充
実

を
図
る
開
示
府
令
改
正
案
、公
表

─
金
融
庁

法
　
　
務

フ
ェ
ア・ディ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー・ル
ー

ル
に
関
す
る
政
府
令
案
等
、公
表

─
金
融
庁

去
る
10
月
24
日
、
金
融
庁
は「
企

業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府

令
」等
の
改
正
案
を
公
表
し
た
。

主
に
、
昨
年
４
月
に
公
表
さ
れ

た
金
融
審
議
会「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」

報
告
の
提
言
を
受
け
、
有
価
証
券
報

告
書（
有
報
）等
の
記
載
事
項
に
つ
い

て
、次
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

開
示
内
容
の
共
通
化
・
合
理
化

⑴
　
有
報
・
事
業
報
告
に
お
け
る
記

載
の
共
通
化

有
報
等
の「
大
株
主
の
状
況
」に
お

け
る
株
式
所
有
割
合
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
発
行
済
株
式
に
つ
い
て
、
議

決
権
に
着
目
し
て
い
る
事
業
報
告
と

同
様
に
自
己
株
式
を
控
除
す
る
こ
と

と
し
、
両
者
の
記
載
内
容
を
共
通
化

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
新
株
予
約
権
等
の
記
載
の
合
理

化「
新
株
予
約
権
等
の
状
況
」、「
ラ
イ

ツ
プ
ラ
ン
の
内
容
」お
よ
び「
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
の
内
容
」の
項

目
を「
新
株
予
約
権
等
の
状
況
」に
統

合
し
た
う
え
で
、
現
行
様
式
の
表
を

撤
廃
し
、
過
去
発
行
分
の
一
覧
表
形

式
で
の
記
載
を
可
能
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

⑶
　
株
主
総
会
日
程
の
柔
軟
化
の
た

め
の
開
示
の
見
直
し

有
報
に
お
け
る「
大
株
主
の
状
況
」

の
記
載
時
点
を
、事
業
年
度
末
か
ら
、

原
則
と
し
て
議
決
権
行
使
基
準
日
へ

変
更
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
議
決
権
行
使
基
準
日
を

決
算
日
よ
り
後
の
日
と
し
た
場
合
に

お
け
る
株
主
確
定
の
事
務
負
担
が
軽

減
さ
れ
、
株
主
総
会
日
程
の
柔
軟
な

設
定
が
し
や
す
く
な
る
。

非
財
務
情
報
の
開
示
充
実

「
業
績
等
の
概
要
」お
よ
び「
生
産
、

受
注
及
び
販
売
の
状
況
」を「
財
政
状

態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析
」に
統
合
し

た
う
え
で
、
記
載
内
容
の
整
理
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
経
営
成
績
等
の
状
況
の
分

析
・
検
討
の
記
載
を
充
実
さ
せ
る
観

点
か
ら
、
次
の
２
点
の
記
載
を
求
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

①　
事
業
全
体
お
よ
び
セ
グ
メ
ン
ト

別
の
経
営
成
績
等
に
重
要
な
影
響

を
与
え
た
要
因
に
つ
い
て
経
営
者

の
視
点
に
よ
る
認
識
お
よ
び
分
析

②　
経
営
者
が
経
営
方
針
・
経
営
戦

略
等
の
中
長
期
的
な
目
標
に
照
ら

し
て
経
営
成
績
等
を
ど
の
よ
う
に

分
析
・
評
価
し
て
い
る
か

コ
メ
ン
ト
期
限
・
適
用
時
期

改
正
案
へ
の
コ
メ
ン
ト
提
出
期
限

は
２
０
１
７
年
11
月
22
日
ま
で
。

公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
有
報

等
の
記
載
内
容
に
係
る
改
正
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
８
年
３
月
31
日
以
後

に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
報

等
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
。

去
る
10
月
24
日
、
金
融
庁
は
平
成

29
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
に
係
る

政
令
・
内
閣
府
令
案
等
を
公
表
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
29
年
金
商
法
改
正

に
よ
る
、
①
株
式
等
の
高
速
取
引
を

行
う
者
に
対
す
る
登
録
制
の
導
入
、

②
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・

ル
ー
ル
の
導
入
等
に
対
応
す
る
も

の
。
こ
の
う
ち
②
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
。

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令（
改
正
）

フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・

ル
ー
ル
の
対
象
と
な
る
上
場
会
社
等

の
範
囲
を
、
金
融
商
品
取
引
所
に
上

場
す
る
株
券
、
投
資
証
券
お
よ
び
社

債
券
等
の
発
行
者
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

重
要
情
報
の
公
表
に
関
す
る
内
閣

府
令（
新
設
）

ル
ー
ル
の
対
象
と
な
る
情
報
受
領

者
の
範
囲
と
し
て
、
金
融
商
品
取
引

業
者
お
よ
び
登
録
金
融
機
関
等
な
ら

び
に
Ｉ
Ｒ
業
務
に
関
し
て
情
報
伝
達

を
受
け
る
株
主
お
よ
び
機
関
投
資
家

等
を
規
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
公
表
前
の
重
要
な
情
報
を

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
等
に
提
供
し
た
場

合
の
当
該
情
報
の
公
表
方
法
と
し

て
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
等
の
ほ
か
、
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
規
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

金
融
商
品
取
引
法
第
27
条
の
36
の

規
定
に
関
す
る
留
意
事
項（
フ
ェ
ア
・

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）（
新
設
）

８
つ
の
Ｑ
＆
Ａ
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
ル
ー
ル
の
対
象
と
な
る
重
要
情

報
の
管
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上

場
会
社
等
の
状
況
に
応
じ
た
管
理
を

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど

を
明
確
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
期
限
・
適
用
時
期

案
へ
の
コ
メ
ン
ト
提
出
期
限
は

２
０
１
７
年
11
月
22
日
ま
で
。

２
０
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
予
定
。

監 

　
　
査

「
監
査
報
告
書
の
透
明
化
」に
つ
い

て
、意
見
交
換
─
企
業
会
計
審
議
会
監
査
部
会

去
る
10
月
17
日
、
企
業
会
計
審
議

会
は
第
38
回
監
査
部
会（
部
会
長
：

伊
豫
田
隆
俊
・
甲
南
大
学
共
通
教
育

セ
ン
タ
ー
教
授
）を
開
催
し
た
。

議
論
の
経
緯

平
成
28
年
３
月
、
昨
今
の
会
計
監

査
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
受

け
て
設
置
さ
れ
た「
会
計
監
査
の
在

り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」は
、
会
計

監
査
の
信
頼
性
確
保
の
た
め
の
取
組

み
に
つ
い
て
の
議
論
を
取
り
ま
と
め

た
提
言（「
提
言
」）を
公
表
し
た
。

提
言
に
よ
る
と
、「
会
計
監
査
の
内

容
等
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
」、

特
に
、「
監
査
報
告
書
の
透
明
化
」に

関
し
て
、
現
在
の
わ
が
国
の
監
査
報

告
書
は
、
財
務
諸
表
が
適
正
と
認
め

ら
れ
る
か
否
か
の
表
明
以
外
の
監
査

人
の
見
解
の
記
載
が
限
定
的
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
諸
外
国
は
会
計

監
査
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
、

記
載
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
こ
で
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
株

主
等
に
対
す
る
情
報
提
供
を
充
実

さ
せ
る
べ
く
、「
監
査
報
告
書
の
透

明
化
」に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、

平
成
29
年
６
月
に
金
融
庁
か
ら
、
関

係
者
に
よ
る
意
見
交
換
と
議
論
の
取

り
ま
と
め（「
取
り
ま
と
め
」）が
公
表

さ
れ
た
。
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フラッシュ

投資のハナシ表裏

アクティブ対
パッシブ

界
を
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
つ
い
で

に
、
運
用
コ
ス
ト
は
考
え
な
い
で
お

こ
う
。
こ
の
場
合
、
全
フ
ァ
ン
ド
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
平
均
は
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
同
じ
で
あ

る
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ン
ド
の
平

均
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
同
じ
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
フ
ァ
ン
ド
の
約
半
分
は
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
勝
て
な
い
こ
と
に
な
る
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
平
均
以
下
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
フ
ァ
ン
ド
は
淘
汰
さ
れ
、
消

滅
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
そ
の
先
を
考
え
よ
う
。

生
き
残
っ
た
成
績
上
位
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
フ
ァ
ン
ド
の
そ
の
後
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
平
均
は
、
や
は

り
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
同
じ
に
な
る

か
ら
、
再
び
約
半
数
は
淘
汰
さ
れ

る
。
こ
の
淘
汰
が
延
々
続
く
と
、
生

き
残
る
こ
と
の
で
き
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
フ
ァ
ン
ド
は
１
本
だ
け
に
な
る
。

し
か
し
、
熾
烈
な
競
争
に
生
き
残
っ

た
、
ト
ッ
プ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
誇

る
、
類
い
稀
な
フ
ァ
ン
ド
を
、
人
々

は
こ
う
評
す
る
の
だ
…
…
「
リ
サ
ー

投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
の
選
別
に
運

用
コ
ス
ト
を
重
視
す
る
の
が
最
近
の

ト
レ
ン
ド
の
よ
う
で
、
低
コ
ス
ト
の

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
フ
ァ
ン
ド（
Ｅ
Ｔ

Ｆ
も
）へ
の
資
金
流
入
が
顕
著
で
あ

る
。フ

ァ
ン
ド
の
運
用
ス
タ
イ
ル
に
は

大
別
し
て
２
種
類
あ
る
。
フ
ァ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
銘
柄
を
選
別
し
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク（
株
や
債
券
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
）を
上
回
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
目
指
す
ス
タ
イ
ル
を
ア
ク

テ
ィ
ブ
運
用
と
呼
ぶ
。
リ
サ
ー
チ
や

銘
柄
入
替
え
が
必
要
な
た
め
、
運
用

コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
。
一
方
で
、
単

純
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
連
動
し
た
運

用
を
目
指
す
ス
タ
イ
ル
を
パ
ッ
シ
ブ

運
用（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
連
動
フ
ァ
ン

ド
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
が
該
当
）と
呼
ぶ
。
運

用
コ
ス
ト
は
格
安
だ
。

パ
ッ
シ
ブ
運
用
が
始
ま
っ
た
の

は
、
米
国
でV

anguard

社
が
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
連
動
フ
ァ
ン
ド（
す
な
わ

ち
パ
ッ
シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
）を
投
入
し

た
１
９
７
５
年
頃
の
こ
と
だ
。以
降
、

パ
ッ
シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
の
残
高
は
、
年
々

増
え
て
、
今
や
、
米
国
の
フ
ァ
ン
ド

の
29
％
は
パッ
シ
ブ
型
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
も
、
同
様
に
増
加
中
だ
。

な
ぜ
、
パ
ッ
シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
に
資
金

が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ

は
、
コ
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
他
に

も
理
由
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
を

理
解
す
る
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ン
ド
と
パ
ッ
シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
の
み
の
世

チ
に
凄
く
力
を
入
れ
て
い
る
割
に
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
普
通
だ
よ
ね
」。

な
ぜ
優
秀
な
フ
ァ
ン
ド
が
そ
ん

な
低
評
価
を
さ
れ
る
の
か
？　

ア

ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ン
ド
が
１
本
の
み
に

な
っ
た
と
し
て
も「
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ン
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
平
均
は
、

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
同
じ
」と
い
う
呪

縛
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

多
大
な
時
間
・
労
力
を
費
や
し
て

銘
柄
選
択
を
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ン
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
パ
ッ

シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
つ
い
て
い
く
の
で
、こ
れ
を
、パ
ッ

シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
の“
た
だ
乗
り
”と
呼

ぶ
。
こ
う
い
う
理
由
で
、た
だ
乗
り
・

低
コ
ス
ト
の
パ
ッ
シ
ブ
フ
ァ
ン
ド
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。

も
し
か
す
る
と
、
20
年
後
の
死
語

辞
典
に
は
こ
ん
な
記
述
が
？

１
９
７
０
年
代【
も
ち
の
ろ
ん
・
ル
ン

ペ
ン
・
ア
ベ
ッ
ク
】

１
９
８
０
年
代【
フ
ィ
ー
バ
ー
・
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
回
す
・
ナ
ウ
い
】

１
９
９
０
年
代【
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
し
よ

う
ぜ
・
ゲ
ロ
ゲ
ロ
・
ア
ウ
ト
オ
ブ

眼
中
】

～
２
０
０
０
年
代【
ゲ
ッ
ツ
・
写
メ
・

ユ
ビ
キ
タ
ス
】

～
２
０
１
０
年
代【
～
な
う
・
爆
買
い
・

ア
ク
テ
ィ
ブ
運
用（
？
）】

　

（
三
田　

哉
）

Ｋ
Ａ
Ｍ
と
は

取
り
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
監
査
上

の
主
要
な
事
項（
Ｋ
Ａ
Ｍ
）に
関
す
る

情
報
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
、
監
査
報

告
書
の
情
報
価
値
を
高
め
、
財
務
諸

表
利
用
者
の
理
解
を
深
め
る
と
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
記
載

内
容
を
ど
う
す
る
の
か
等
の
実
務
上

の
課
題
も
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｋ
Ａ
Ｍ（K

ey A
udit M

atters

）

と
は
、
監
査
人
が
統
治
責
任
者
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
事
項

か
ら
選
択
さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
財

務
諸
表
監
査
に
お
い
て
監
査
人
の
職

業
的
専
門
家
と
し
て
の
判
断
に
よ
っ

て
最
も
重
要
と
判
断
さ
れ
た
事
項
で

あ
る
。

委
員
か
ら
の
意
見

以
上
を
踏
ま
え
、「
監
査
報
告
書
の

透
明
化
」の
意
義
・
目
的
お
よ
び
留

意
点
等
に
つ
い
て
、
特
に
Ｋ
Ａ
Ｍ
を

め
ぐ
る
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

「
リ
ス
ク
把
握
に
役
立
つ
」、「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
で

導
入
は
有
意
義
」等
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
導
入

賛
成
の
意
見
の
一
方
で
、「
費
用
対
効

果
の
問
題
が
あ
る
」、「
紋
切
型
の
書

き
ぶ
り
で
は
意
味
が
な
い
」、「（
Ｋ
Ａ

Ｍ
に
よ
ら
ず
）他
の
方
法
を
模
索
で

き
な
い
の
か
」等
、
慎
重
論
も
複
数

聞
か
れ
た
。

次
回
以
降
、
詳
細
に
議
論
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

会
　
　
計

権
利
確
定
条
件
付
き
有
償
新
株

予
約
権
の
コ
メ
ン
ト
検
討
、一
巡

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

去
る
10
月
19
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
０
９
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
前
回（
２
０
１
７
年
11
月

１
日
号（
№
１
４
９
４
）情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
参
照
）に
引
き
続
き
、
仮
想
通

貨
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い
と
、
権

利
確
定
条
件
付
き
有
償
新
株
予
約
権

の
会
計
処
理
に
関
す
る
実
務
対
応
報

告
公
開
草
案
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
対
応
が
検
討
さ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

仮
想
通
貨
に
係
る
会
計
上
の
取
扱
い

事
務
局
は
前
回
の
専
門
委
員
会
等

で
の
審
議
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ

う
な
点
で
文
案
を
見
直
し
た
。

⑴
　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
お
よ
び
仮

想
通
貨
利
用
者
が
保
有
す
る
仮
想

通
貨
の
会
計
処
理

「
期
末
に
お
け
る
仮
想
通
貨
の
評

価
に
関
す
る
会
計
処
理
」に
関
し
て
、

活
発
な
市
場
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号「
公
正
価
値
測
定
」を

踏
ま
え
た
今
後
の
日
本
基
準
開
発
の

検
討
範
囲
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
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る
た
め
、
用
語
に
つ
い
て
齟
齬
が
生

じ
な
い
よ
う
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
挙
が
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
事
務
局
は
仮
想

通
貨
の
取
引
に
係
る「
活
発
な
市
場

が
存
在
す
る
場
合
」を「
継
続
的
に
価

格
情
報
が
提
供
さ
れ
る
程
度
に
仮
想

通
貨
取
引
所
お
よ
び
仮
想
通
貨
販
売

所
に
お
い
て
十
分
な
数
量
お
よ
び
頻

度
で
取
引
が
行
わ
れ
る
場
合
」と
し

た
。
こ
の
定
義
に
関
す
る
見
直
し
に

よ
り
、
活
発
な
市
場
の
判
断
規
準
や

活
発
な
市
場
が
存
在
す
る
仮
想
通
貨

の
市
場
価
格
に
関
す
る
他
の
複
数
の

意
見
に
も
結
果
的
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

他
に
も
、
活
発
な
市
場
が
存
在
し

な
い
仮
想
通
貨
を
取
得
原
価
で
評
価

す
る
場
合
に
は
、
期
末
評
価
に
際
し

て
移
動
平
均
法
や
先
入
先
出
法
な
ど

の
評
価
方
法
を
定
め
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
の
意
見
を
受
け
て
、
評
価
方

法
の
例
示
を
文
案
に
盛
り
込
む
な
ど

の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
。

⑵
　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
預
託
者

か
ら
預
か
っ
た
仮
想
通
貨
の
会
計

処
理

「
顧
客
か
ら
の
預
か
り
仮
想
通
貨

に
係
る
資
産
お
よ
び
負
債
の
認
識
」

に
関
し
て
、
売
却
損
益
の
認
識
時
点

の
判
断
規
準
に
つ
い
て
は「
契
約
が

成
立
し
た
時
」と
明
確
で
あ
る
が
、

預
か
っ
た
仮
想
通
貨
を
資
産
と
し
て

認
識
す
る
場
合
は「
預
か
っ
た
と
き
」

と
の
文
言
の
み
で
あ
り
、
定
義
が
不

明
確
で
あ
る
と
の
意
見
を
受
け
て
、

「
預
託
者
と
の
預
託
の
合
意
に
基
づ

い
て
、仮
想
通
貨
を
預
か
っ
た
と
き
」

と
見
直
し
た
。

ま
た
、「
開
示
」に
関
し
て
、
金
融

商
品
Ｑ
＆
Ａ
に
お
い
て
も
、
売
買
目

的
有
価
証
券
に
係
る
損
益
は
、
売
却

損
益
お
よ
び
評
価
損
益
を
一
括
し
て

表
示
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、

仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
よ
う
に
そ
れ

を
本
業
と
し
て
行
う
事
業
者
が
、
そ

れ
ら
を
一
括
し
て
表
示
す
る
こ
と
は

適
切
で
は
な
い
と
の
意
見
を
踏
ま

え
、
一
括
し
て
表
示
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

権
利
確
定
条
件
付
き
有
償
新
株
予

約
権
の
コ
メ
ン
ト
対
応

今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
、
質
問

５（
そ
の
他
）へ
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
へ
の
対
応
を
検
討
し
た
。

会
社
法
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

実
務
対
応
報
告
を
遡
及
適
用
す
る
場

合
、
資
本
金
の
額
を
訂
正
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
こ
れ
を
前
提
に
し
た
登

記
手
続
が
不
明
で
あ
り
、
法
務
省
と

の
調
整
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
公
開
草
案
は
こ
の
点
を
調
整
し

て
い
な
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
事
務
局

は
、
公
開
草
案
10
項
を
修
正
し
て
対

応
す
る
方
向
を
示
し
た
。

今
回
で
公
開
草
案
に
寄
せ
ら
れ
た

コ
メ
ン
ト
対
応
の
検
討
が
一
巡
し
た

が
、
専
門
委
員
か
ら
は
、
コ
メ
ン
ト

数
が
多
い
も
の
の
、「
１
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
対
応
す
べ
き
」と
の
意
見
が
複

数
聞
か
れ
た
。

会
　
　
計

の
れ
ん
と
減
損
に
関
す
る
有
効

性・
簡
素
化・
開
示
に
つ
い
て
、議

論
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専
門
委

会
　
　
計

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
エ
ン
ド
ー
ス
メ

ン
ト
手
続
、開
始

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
作
業
部
会

去
る
10
月
23
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
60
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
10
月
24
、
25
日
に
開
催

さ
れ
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ボ
ー
ド
会
議
で
の

議
題
で
あ
る「
の
れ
ん
お
よ
び
減
損
」

を
中
心
に
議
論
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

の
れ
ん
の
減
損
テ
ス
ト
の
有
効
性

の
改
善
と
し
て
考
え
ら
れ
る
ア
プ

ロ
ー
チ

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
の
れ
ん

の
減
損
テ
ス
ト
の
単
一モ
デ
ル
へ
の
移
行

や
、
の
れ
ん
の
減
損
損
失
を
よ
り
適

時
に
認
識
す
る
た
め
に
、
ヘッ
ド
ル
ー

ム（
回
収
可
能
価
額
が
帳
簿
価
額
を

超
え
る
金
額
）の
測
定
を
継
続
的
に

更
新
す
る
、
更
新
ヘッ
ド
ル
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
の
導
入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

更
新
ヘ
ッ
ド
ル
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

に
対
し
、
事
務
局
は
、
部
分
的
に
自

己
創
設
の
れ
ん
を
計
算
す
る
こ
と
を

要
求
す
る
こ
と
に
な
る
等
の
理
由
で

反
対
、
専
門
委
員
も
否
定
的
な
意
見

で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ヘ
ッ
ド
ル
ー

ム
と
い
う
概
念
が
企
業
に
理
解
さ
れ

な
い
の
で
は
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

の
れ
ん
の
減
損
テ
ス
ト
の
簡
素
化

と
し
て
考
え
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
、
簡

素
化
の
た
め
に
企
業
レ
ベ
ル
ま
た
は

報
告
セ
グ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
減
損
テ

ス
ト
を
実
施
す
る
提
案
に
つ
い
て
、

事
務
局
は
、
減
損
テ
ス
ト
の
有
効
性

が
さ
ら
に
低
下
し
、
作
成
者
の
コ
ス

ト
が
ど
れ
だ
け
軽
減
さ
れ
る
か
疑
問

と
い
う
理
由
で
反
対
と
し
た
。

の
れ
ん
お
よ
び
減
損
に
関
す
る
開

示
の
改
善
と
し
て
考
え
ら
れ
る
ア

プ
ロ
ー
チ

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
の
れ

ん
ま
た
は
耐
用
年
数
を
確
定
で
き
な

去
る
10
月
24
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
38
回
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
エ
ン

ド
ー
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
作
業
部
会

を
開
催
し
た
。

今
回
か
ら
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー

ス
」の
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
手
続
が

開
始
さ
れ
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号

の
内
容
の
確
認
、
Ｅ
Ｕ
の
エ
ン
ド
ー

ス
メ
ン
ト
手
続
の
状
況
の
確
認
等
が

行
わ
れ
た
。

リ
ー
ス
に
関
す
る
旧
基
準
で
あ
る

Ｉ
Ａ
Ｓ
17
号
は
す
で
に
エ
ン
ド
ー
ス

メ
ン
ト
済
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ

Ａ
Ｓ
17
号
か
ら
の
変
更
点
を
受
入
可

能
か
否
か
が
論
点
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。一

方
で
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
は
、
Ｄ

Ｐ⇒

Ｅ
Ｄ⇒

再
Ｅ
Ｄ
と
い
う
開
発
過

程
の
な
か
で
、
議
論
も
紆
余
曲
折
を

経
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
検
討
の
経

緯
や
規
定
の
背
景
を
整
理
し
て
考
え

る
こ
と
も
重
要
、
と
い
う
意
見
が
委

員
か
ら
聞
か
れ
て
お
り
、
今
後
審
議

が
深
め
ら
れ
る
見
込
み
。

い
無
形
資
産
を
含
む
資
金
生
成
単
位

（
Ｃ
Ｇ
Ｕ
）（
ま
た
は
Ｃ
Ｇ
Ｕ
グ
ル
ー

プ
）の
ヘ
ッ
ド
ル
ー
ム（
Ｃ
Ｇ
Ｕ
の
回

収
可
能
価
額
が
帳
簿
価
額
を
超
え
る

金
額
）を
開
示
す
る
案
等
が
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
事
務
局
は
、
財
務
報

告
の
目
的
を
超
え
、
追
加
負
担
を
生

じ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
同
意
し

な
い
と
し
た
。

今
後
の
議
論

今
後
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
に
お
い
て
、
12
月

に
こ
れ
ら
の
議
題
と
の
れ
ん
の
償
却
に

つ
い
て
、
来
年
２
月
に
は
、
企
業
結

合
に
お
い
て
無
形
資
産
を
の
れ
ん
と

別
個
に
識
別
す
る
こ
と
の
簡
素
化
と

し
て
考
え
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
、
議
論
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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フラッシュ
この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等

日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2017年
10月24日

「企業内容等の開示
に関する内閣府令」
等の改正案

金融庁

①金融審議会「ディスクロージャーワーキング・グループ」報告の提言を踏
まえた開示内容の共通化・合理化や非財務情報の開示充実を盛り込んだ企
業内容等開示府令、特定有価証券開示府令等の改正、および②追加型投資信
託に係る有価証券届出書の翌日効力発生手続の見直しを盛り込んだ特定有
価証券開示ガイドライン・電子開示手続等ガイドラインの改正を行うもの。
コメント期限は2017年11月22日まで。
http://www.fsa.go.jp/news/29/sonota/20171024.html

2017年
11月10日号
情報フラッシュ

2017年
10月24日

平成29年金融商品
取引法改正に係る政
令・内閣府令案等

金融庁

株式等の高速取引を行う者に対する登録制の導入等、フェア・ディスクロー
ジャー・ルール等に関する金融商品取引法施行令・内閣府令等の改正、なら
びにフェア・ディスクロージャー・ルールガイドライン等の制定を行うもの。
コメント期限は2017年11月22日まで。
http://www.fsa.go.jp/news/29/syouken/20171024.html

2017年
11月10日号
情報フラッシュ

金
　
　
融

消
費
税
引
上
げ
と
野
党
の
影
響
力証

　
　
券

世
界
同
時
株
高
で
の
上
昇
率
格

差
の
背
景

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
衆
院
選
の

結
果
、
全
４
６
５
議
席
の
う
ち
、
自

民
党
が
２
８
４
議
席
、
公
明
党
が
29

議
席
を
獲
得
、
合
計
３
１
３
議
席
と

な
り
、
与
党
全
体
で
は
全
議
席
数
の

３
分
の
２（
３
１
０
議
席
）を
上
回
っ

た
。
野
党
は
第
１
党
が
立
憲
民
主
党

で
55
議
席
、
次
い
で
希
望
の
党
が
50

議
席
と
続
い
て
い
る
。

与
党
勢
力
で
み
る
と
選
挙
前
と
議

席
数
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

来
年
４
月
８
日
に
任
期
を
迎
え
る
黒

田
日
銀
総
裁
の
後
任
人
事
に
見
通
し

が
立
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
わ

ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
目
玉
で
あ
る

異
次
元
の
金
融
緩
和
政
策
は
継
続
さ

れ
る
こ
と
は
確
か
に
な
っ
た
。

安
倍
首
相
は
今
回
の
選
挙
公
約
と

し
て
、
生
産
性
革
命
、
人
づ
く
り
革

命
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
子

育
て
世
代
へ
の
投
資
、
社
会
保
障
の

充
実
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む

２
兆
円
規
模
の
政
策
を
今
年
中
に
取

り
ま
と
め
、
財
源
と
し
て
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
上
げ
分
の
一
部
を
充
て

る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
ク
ロ

経
済
の
視
点
で
み
る
と
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
一
翼
を
担
う
日
銀
の
金
融
政

策
に
お
い
て
掲
げ
た
物
価
上
昇
率
目

標
２
％
を
達
成
し
、
景
気
の
好
循
環

を
目
指
す
手
段
と
し
て
は
弱
い
。

や
は
り
２
０
１
９
年
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ

が
焦
点
に
な
る
。

自
民
党
は
今
回
予
定
ど
お
り
実
施

す
る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
た

め
、
現
状
で
は
増
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
野
党
は
立
憲
民
主
党
、
希
望

の
党
、
日
本
維
新
の
会
が
消
費
増
税

凍
結
を
主
張
し
て
い
る
。

一
方
で
、
憲
法
改
正
論
議
で
は
、

自
民
党
が
公
約
に
掲
げ
た
自
衛
隊
明

記
、
教
育
無
償
化
、
緊
急
事
態
対
応
、

参
院
の
合
区
解
消
に
関
し
て
、
希
望

の
党
と
日
本
維
新
の
会
が
９
条
改
正

に
は
前
向
き
だ
が
、
希
望
の
党
は
自

衛
隊
の
明
記
に
は
反
対
す
る
立
場

だ
。
す
な
わ
ち
、
一
部
の
自
民
党
案

は
野
党
を
巻
き
込
ん
で
成
立
の
可
能

性
が
み
え
て
い
る
。

「
謙
虚
な
」政
権
運
営
を
目
指
す
安

倍
首
相
に
と
っ
て
も
、改
憲
の
提
案
・

発
議
で
野
党
の
協
力
は
欲
し
い
は
ず

だ
。
野
党
と
し
て
は
、
消
費
税
率
引

上
げ
は
実
施
さ
れ
て
も
、
実
施
に
向

け
て
経
済
へ
の
悪
影
響
を
抑
制
す
る

方
策
を
引
き
出
せ
る
か
、
影
響
力
が

試
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

突
然
の
総
選
挙
で
は
、
日
々
め
ま

ぐ
る
し
く
情
勢
が
変
化
し
、
戸
惑
う

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
終
わ
っ
て
み

れ
ば
与
党
の
圧
勝
で
決
着
し
た
。
公

示
前
は
、
小
池
東
京
都
知
事
が
立
ち

上
げ
た
希
望
の
党
が
一
挙
に
多
数
を

占
め
る
可
能
性
が
語
ら
れ
、
政
権
選

択
選
挙
に
な
る
と
い
う
展
望
か
ら
与

党
に
緊
張
が
走
っ
た
。
し
か
し
、
野

党
の
作
戦
が
裏
目
に
出
て
、
希
望
の

党
は
早
々
と
失
速
、
民
進
党
の
反
主

流
派
が
作
っ
た
立
憲
民
主
党
が
野
党

第
１
党
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

安
倍
首
相
は
議
席
数
で
は
大
勝
利

を
得
た
が
、
必
ず
し
も
熱
烈
な
支
持

を
得
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
よ
く

承
知
し
て
お
り
、
選
挙
後
の
言
動
は

い
た
っ
て
低
姿
勢
で
あ
る
。
今
後
の

経
済
政
策
も
社
会
保
障
の
見
直
し
・

充
実
な
ど
が
優
先
さ
れ
、
国
民
の
多

数
が
抱
え
る
将
来
へ
の
不
安
の
軽
減

に
努
め
る
見
通
し
だ
。

こ
う
し
た
展
開
は
、
株
式
市
場
に

と
っ
て
ベ
ス
ト
に
近
い
も
の
だ
。
選

挙
期
間
中
、
日
経
平
均
は
一
貫
し
て

上
げ
続
け
、
10
月
24
日
で
何
と
16
日

間
連
続
上
昇
と
な
り
、
１
９
９
６
年

７
月
以
来
、
21
年
３
カ
月
ぶ
り
の
高

値
水
準
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
現

在
の
株
価
に
は
過
熱
感
が
感
じ
ら
れ

な
い
。
上
昇
期
間
は
長
期
化
し
て
い

る
が
、
日
々
の
上
昇
幅
は
小
さ
く
、

上
昇
開
始
後
の
累
計
で
７
％
強
に
過

ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
。

９
月
上
旬
か
ら
世
界
同
時
株
高
が

始
ま
っ
た
が
、
欧
州
、
中
国
は
す
で

に
株
価
は
高
原
横
ば
い
状
態
と
な

り
、
依
然
上
昇
基
調
に
あ
る
の
は
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
他
、
韓
国
、
台

湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
勢

に
絞
ら
れ
る
。

中
心
の
米
株
価（
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
）は
こ

の
間
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
を
続
け

た
が
、
上
昇
開
始
後
の
上
昇
幅
は
累

計
４
・
２
％
と
、日
経
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
。
株
価
上
昇
率
の
日
米
格
差

は
、
日
米
株
式
の
立
ち
位
置
の
相
違

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
す
で
に
金
利
の
上
昇

局
面
に
入
っ
て
お
り
、
今
年
あ
と
１

回
の
利
上
げ
が
予
告
さ
れ
、
米
連
邦

準
備
理
事
会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）の
資
産
圧
縮

に
も
着
手
し
た
。
株
価
に
と
っ
て
手

放
し
で
安
心
で
き
る
状
況
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
総
選
挙
で
安

倍
首
相
が
圧
勝
し
た
こ
と
は
、
異
次

元
金
融
緩
和
の
継
続
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。

欧
州
中
央
銀
行（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）も
金
融

超
緩
和
の
出
口
政
策
に
言
及
し
て
お

り
、
先
進
国
で
株
式
市
場
が
安
心
で

き
る
政
策
立
ち
位
置
に
あ
る
の
は
、

日
本
だ
け
と
いっ
て
よ
い
。
北
朝
鮮
情

勢
な
ど
地
政
学
リ
ス
ク
は
継
続
し
て

い
る
が
、
日
本
株
価
の
相
対
的
な
優

位
性
は
ま
だ
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。


